






















































や自己描写が重要な問題点である Iエセー j を分析する上に，かなり重大な影響を及ぼす。
ヴィレーは，ある時には，書誌的事例の中心である，歴史書から集めた実例が，個人の経験


































































































































































(1) Pierre Villey , Les sources et l' ?l'o/uhon des Ess α is de Montα 19ne. 
192 
(2) Voir, par exemple , Pierre Villey, Les sources et l' 騅olution des Essα is 
de Montα igne ， tome second: L' 騅olution des Essαis ， Paris , Librairie 
Hachette, 1908 , p.146. 
以後この研究書の参照箇所は， íP.V.p.146J のごとく略記する。
(3) P.V.pp.307 ー 308.
(4) P.V.p.274. 
(5) P.V.p.24. 
(6) 拙稿「モンテーニュの思索の歩み -rエセーj の構造とその論理に見るー(その
四)J '(天理大学学報第92輯)， pp.97-98参照。
(7) 拙稿「その六J (天理大学学報第97輯) pp.116-119参照。
(8) P. V.pp. 41-42 ;p.151. 
(9) このいくつかの例として，拙稿「その四」及び「その五J (天理大学学報第94輯)
参照。
(10) 拙稿「その三J (天理大学学報第90輯) pp. 221-224 及ひ手pp.232ー 233 参照。
(1) 向上参照。
(12) 前者については拙稿「その三J pp. 233-234，後者lごついては拙稿「その四J pp. 98 
-99参照。
(13) P. V.p. 42; pp. 51-52; pp. 87 -89. 
(14) P. V. p.126. 
(1日 P.V. pp. 23 -24. 
(16) P. V.p.155. なお， rエセー』の執筆時期に関する私達の区分は，ヴィレーに倣って，
1580年の初版出版に到る以前の二時期を「初期J， í中期」と呼び， 1588年版刊行の




。。 註 (3) の箇所参!摘。
ω 拙稿「その七J (追手門学院大学文学部紀要第 9 号) pp.154 - 156参照。
(22) P.V.pp.78-87. 
側拙稿「その四J pp. 93 -100，および「その五J pp.76-80，および「その七J pp. 
156-157参照。
側 P.V.pp. 98-99; pp.149-150. 
白日 P. V.p. 90 (2) 
側 このような視点からの進化の考察の一例については，拙稿「その十二J (追手門学院
大学文学部紀要第12号) pp. 207 -215参照。
(2司 P.V.pp.309 ー 375.
側 P.V.p.134. 拙稿「その六J pp.116-119参照。
白骨 P.V.p.122. 
側拙稿「その六J pp.120-127参照0
(31) P. V.pp. 73ー 78.
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問 このような考察の一例としては，拙稿「その十一J (追手門学院大学文学部紀要第11
号) pp.252ー 259，および「その十二J pp.215ー 224参照。
(3) P. V. pp.133 -155. 
側 P.V.pp.237-242. 
(35) P. V.pp. 260 -269. 








稿「その十四J (追手門学院大学文学部紀要第14号) pp. 308 -313参照。
(M.43 追手門学院大学助教授)
